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 東電管内で必要な夏の需給ギャップ約 500 万 kW を賄う場合の試算をガスタ

ービンと太陽光発電で比較してみました。現在東電管内には約 600 万 kW の揚

水発電があり、太陽光発電と組み合わせて運用することにより太陽光発電の電

力を 100%ピーク電力として利用することが出来ます。そのために太陽光発電に

必要な設備容量を 600 万 kW としました。 
 揚水発電による電力の損失を賄うために最新鋭のコンバインドサイクルLNG
火力発電(発電効率約 60%)を中長期的に増強してベース電力とする必要があり

ます。それにより総合的な効率がガスタービンの発電効率を上回ることが可能

になります。 
(消費税は含まない金額です。) 

項目 ガスタービン 太陽光発電・当社実績 
ｋＷ単価 １０万円／ｋＷ ２４万円／ｋＷ 
必要な設備容量 ５００万ｋＷ ６００万ｋＷ 
設備投資額 ５０００億円 １４４００億円 
１年間の燃料費（重油） １０２３億円 ０億円 
今後１0 年間のコスト合計 １５２３０億円 １４４００億円 
 注１ ガスタービンの燃料費は太陽光発電の年間発電量６６億ｋＷｈにて試算しま

した。発電効率は重油１Ｌ＝４ｋＷｈ。重油価格は６２０００円／ｋＬ。 
 注２ 太陽光発電の設備費用は当社の実績値としての価格です。実際の販売価格の原

価で計算しています。既存の配電線への引込費用と売電メータとその工事費も全て含ん

だ価格です。 
 
 次に必要な設置工事期間を試算してみます当社の太陽光設置実績によれば４．

５ｋＷの太陽光発電設備の設置には２人で３日かかっています。そのうち電気

工事の資格が必要な部分は１人１日です。 
 太陽電池設置工事 １．１人／ｋＷ 
 電気配線工事   ０．２人／ｋＷ 
 したがって今後３カ月で６００万ｋＷの太陽光発電設備を設置するのに必要

な人員は太陽光発電設置工事要員８８０００人と電気工事要員１６０００人が

必要になります。（１カ月２５日労働で計算） 


